




　2013 年 3 月 2 日「21 世紀を展望した平和、文化と教育」のテーマのもと、台湾台北市の中国
文化大学にて上記フォーラムが開催され、42 の大学・学術機関から約 50 名の研究者が参加した。
同フォーラムは中国文化大学「池田大作研究センター」設立 10 周年記念のフォーラムでもあり、














　ZOSIO M. BATTAD, Ph.D. “Transcending Cultural Boundaries”（University of the East 
Caloocan Campus. Philippines.）






to Dialogue”（Ikeda Center for Peace, Learning, and Dialogue）
　Olivier Urbain “The Art of Dialogue of Daisaku Ikeda Language, Music and the Arts for 
Peacebuilding in the 21st Century”（Toda Institute for Global Peace and Policy Research）















































































　11 月 23 日「21 世紀の生態文明に向かって」のテーマのもと、広東省の広州市にて上記シンポ





















































































　① 9 月 8 日、南開大学「周恩来・池田大作研究会」が池田大作中日国交正常化提言 45 周年記
念「国際青年学術シンポジウム」を開催した。これには南開大学同会の学生、大連工業大学「池
田大作読書会」の学生、創価大学の学生ら約 70 名が参加した。シンポジウムの冒頭、「1968 年
池田大作の“日中国交正常化提言”とその今日的意義」（創価大学高橋強）、「“池田提言”と中日
関係の発展」（南開大学馬亜男）と題し基調講演が行われた。





























































　2012 年 3 月に広東省韶関学院で開催された「二十一世紀と生命の尊厳―2012．池田大作思
想シンポジウム」（広東省社会科学院と韶関学院の共催）の論文集『走向 21 世紀的生命尊厳』
（梁桂全、曾崢主編、中国社会科学出版社 2013 年 3 月）が出版された。
　南開大学「周恩来・池田大作研究会」が雑誌「金橋」（第 3 期 2013 年 12 月）を発刊した。
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　高橋強（創価大学）が国際学術シンポジウム「魯迅と 20 世紀中国」（3 月 23 日、24 日南京師
範大学）で「池田大作の心の中の教育者・魯迅」と題する研究論文を発表した。
　高橋強が国際学術シンポジウム「周恩来と 20 世紀中国と世界」（10 月 22 日、23 日、24 日南
開大学）で「教育者・池田大作の心の中の周恩来」と題する研究論文を発表した。
　なお日中友好学術研究助成プログラムで、「池田香峯子研究」（陝西師範大学、曹婷）が日本滞
在研究助成として採択された。
